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渋沢栄一についてのコラムです。読んでみましょう。 

①約 500 の企業の設立や経営

に関わった渋沢栄一。何と

称されている？ 

 

 日本資本主義の父         

2020年 4月 13日付大分合同新聞 1面 

②渋沢栄一が説く「論語と算

盤」の考え方を 20字以内で

説明してください。 

 

 道徳と経済を合致させる        

 

 べきだという考え方            

③「かの力」と「との力」の 

説明文を（   ）に言葉を 

入れて完成させてください。 

 

「かの力」：白か黒か。０か１か。（ 組織運営    ）の効率化に不可欠。                                

 

「との力」：一見矛盾するが合致する方向を探ると成果が出現。「か」ではできない（ 創造  ）を生む。             

④渋沢栄一は「真に理財に長ずる人は、よく集むると同時によく散ずるようでなくてはならぬ」

という言葉を残しましたが、なぜ「よく散ずる」ことが必要なのですか。あなたの意見を書

いてください。 
 

   集めたお金を使うことによって経済が発展し、使った額以上のお金が戻ってくる             

   ということだと思う。逆に、集めたお金を貯め込むと経済は停滞する。景気が悪い            

   時こそ私たちは道徳心を持ち、社会から集めたお金を社会に戻していくべきだと思う。                 

                                                   

 
                                                  
 


